
冷ど包ｊ ､ 政 政 ･ 冶 訟 λ ご ぶ ･ ぺ U … … … 1 ､ ･ ･ ､ ､ ; . : ; ' l ･ ･ ､ ､ ; ､ l : : ･ '

　近年、燃焼式給湯答よりC02排出量

が少な万く、低ラ：ンニングコストである

ヒートポンプ給湯システムが注目され

ており･､･家庭用エコキュー=トについで

は、国内で累計150万台を超える普及

を達成した。業務用についても給湯シ

ズテムのヒートポンプ化が進んでお

り

さまざまな製品が発表されてい

る。ここでは、業務用の空贋と給湯を

一つのヒートポンプで行う画期的なシ

ステムを紹介する。当社は、すでにセ

ントラル空調に対応する高効率なヒー

トポンプチラーによる冷暖房給湯シス

テムを開発して市場に多く納入してい

るが、個別分散空調のニーズの高まり

から、ビル用マルチ空調システムで給

湯ができるヒートポンプシステム｢湯も

でーるマルチ｣を新たに開発した。

|間際ダムの甲田

　エアコンで冷房をする場合、屋内の

室内機から冷風が出るのに対して、屋

外に設置された室外機からは温風の排

熱が出る6これは冷たいところから暖

かいところに熱を移動させるヒートポ

ンプの原理により、屋内の涼しい部屋

から屋外の暑い外気に熱を移動させる

ことで実現している。ただ、夏にエア

コンを集中的に利用すると外気温が上

昇するヒートアイランド現象が起こっ

てしまう。この排熱をうまく利用でき

ないかと考えたのが当システムである。

冷房排熱を回収し、給湯のための熱と

して利用する冷房・給湯同時運転によ

り(図１)、夏季に使用するお湯が事実

上タダで手に入れることができる。も

ちろん､/給湯のエネルギーも省略する

ことができるので省エネルギー｡とな

り、C02排出量を削減できる(表１)。
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　夏は冷房・給湯同時運転を中心に行
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うが、冷房排熱給湯により貯湯槽のお

湯が満たされた場合は、冷房単独運転

に自動的に切り替わる。冬は冷房を使

用しないため、排熱回収運転を行うこ

とはできないが、夜間に安価な夜間電

力を用いた給湯単独運転によって！日

使用量分のお番をつくり、昼間は暖房

単独速転を行いつつ夜間に溜めたお湯

を用いるというパターンとなる｡また、

暖房負荷の少ない夕方にお湯が不足し

そうな時は、暖房・給湯同時運転を行

うことにより、暖房中でもお湯を追加

補給することができる。

　熱源としては空冷式(図２)、水冷式

(図３)､空水冷式の３種類を開発した。

空冷式については場所を選ぱないが、

有効な水熱源がある場合は水冷式を推

奨している。水熱源としては地中熱、
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　 そ の 他

、

リ ニ ュ ー ア ル 対応により旧

冷媒の既設冷媒配管を再利用すること

が可能である。出湯温度は50～60℃

と変動するため、60℃以上で貯湯が必

要な場合は、昇温用ヒートポンプ給湯

機が必要である。室内機については、

ピル用マルチで利用されている４方向

カセット形など、さまざまな形式のも

のが利用可能である。

給湯

給湯ユニット

麗麗冷痍排熱回収による給湯の仕組み

｢湯もでーるマルチ｣ 貯湯槽

給水

表１　給湯機能付きビル用マルチ

　　空調システム

　　｢温もでーるマルチ｣20馬力相当

　　共通スペック

　　(空冷式／水冷式／空水冷式)

冷房･給湯同時

(排熱回収戸

冷房 53 2.6
6.2

給湯 74 3.6

※室内27℃DB/19℃WB、

　給水24℃/出湯50℃、100％負荷時

水熱源

(地中熱、井水、排湯熱) 貯湯槽

朧朧空冷式｢湯もでーるマルチ｣システム　請願水冷式｢湯もでーるマルチ｣システム
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